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構造系他団体の活動

1. (一社)building S MART  J AP AN (以下、bS J )
2. B IMライブラリ技術研究組合

B uilding information modeling L ibrary rative
research association of J apan (以下、B L C J )

3. B IM S ummit
4. Revit User Group (以下、RUG)
5. 建築設計三会 (以下、設計三会)
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bS J

• 構造B IM標準 S T - B ridgeの策定
– S T - B ridge2.0より本編の他計算編を公開
– S T - B ridge2.1を2023年4月末に公開予定

モデルの参照関係※2

※2: S T - B ridge XMLファイル仕様書 計算データ編（Ver.2.0）
情報連携マップ2022
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• 改訂４版：2022年11月公開
使用解説書が加わりより分かりやすく

B L C J

B LC J 構造標準改訂4版仕様解説書



5

B IM S ummit

• 任意団体として2016年に発足
– 大手ゼネコン5社の
構造設計者・構造B IMメンバーで構成

– Revitのオブジェクト定義を標準化し
連携の効率化を目指す

• 2022年までに構造用Revitファミリを
4回リリース
– 初回2018年12月
– 杭・免震・制振部材に関する
仕様の標準化を検討中

– BLC J 構造標準や
RUG検討結果の確認を実施

引用元: https:/ / blogs.autodesk.com/ autodesk- news- japan/ structural- family/
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RUG

• Revitユーザーによる任意団体
– 構造分野は2010年より活動を開始
– 2016年よりデータ連携を目的に検討・提案を実施

• 2012年より構造Revitファミリ・テンプレートの提供
• 2018年よりB IM S ummitファミリを実装
• 2023年度1Qを目途に最新版提供予定

– BLC J 構造標準の盛り込み
– GUIDの標準化（共有パラメータファイルの提供）

引用元: https:/ / bim- design.com/ rug/
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設計三会

• 以下の三団体からなる「設計B IMワークフロー検討委員会」
(公社)日本建築士連合会、(一社)日本建築士事務所協会連合会、(公社)日本建築家協会

業務内容と成果物※ B IMの成果物例※ モデリングガイド例※ BEP、EIRのひな型案※

※引用元：設計B  I M ワークフローガイドライン建築設計三会（第１版）
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J S C A  B IM仕様の公開

構造パラメータの各データの入力状況と確定状況を

フェーズごとの標準として作成した

2023年3月に策定済み
2023年4月に公開予定
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J S C A  B IM仕様の公開

• 「設計B  I M ワークフローガイドライン建築設計三会（第１版）」の
各フェーズ※1終了時点におけるパラメータの確定度※2を整理

※2：確定度

- ： 設定なし
E ： 検討済み入力
F  ： 確定
D ： 基準図で規定

※1：フェーズ
S 0 （企 画） ：事業計画の検討・立案

S 1 （基本企画） ：条件整理のための建築計画の検討・立案

S 2 （基本設計） ：基本的な機能・性能の設定

S 3 （実施設計１） ：機能・性能に基づいた一般図（平面、立面、断面）の確定

S 4 （実施設計２） ：工事を的確に行うことが可能な設計図書の作成

S 5 （工 事） ：設計意図伝達・工事監理、施工・本体工事の引渡し、

本体工事の維持管理・運用 B IM 作成

S 6 ：（竣工引渡し） ：本体工事の維持管理・運用 B IM 引渡し、別途工事など

の維持管理・運用 B IM データの整備・引渡し

S 7 ：（維持管理・運用）
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RC柱 鉄骨梁

- ： 設定なし
E ： 検討済み入力
F  ： 確定
D ： 基準図で規定

S 2 ：基本設計
S 3 ：実施設計１
S 4 ：実施設計２

S
2

S
3

S
4

矩形柱 C 柱脚・柱頭断⾯等、断⾯数分繰り返し

Ｘ幅 E E F
Ｙ幅 E E F

BARその１ 柱脚・柱頭断⾯等、断⾯数分繰り返し
主筋簡易版 主筋︓径 - E F

主筋︓鉄筋強度 - D D
1段⽬鉄筋の重⼼位置（X） - D D
1段⽬鉄筋の重⼼位置（Y） - D D
鉄筋重⼼間距離（X） - D D
鉄筋重⼼間距離（Y） - D D
主筋⽚側総本数（X） - E F
１段に並ぶ主筋本数（X） - E F
主筋⽚側総本数（Y） - E F
１段に並ぶ主筋本数（Y） - E F

BARその2 柱脚・柱頭断⾯等、断⾯数分繰り返し -
主筋詳細版 主筋の総本数 - E F

S
2

S
3

S
4

断⾯情報 H形鋼 始端・中央・終端断⾯等、断⾯数分繰り返し
断⾯の形状 フランジ鋼材種 E E F
数分繰り返し ウェブ鋼材種 E E F

形状タイプ E E F
⾼さ E E F
幅 E E F
ウェブ厚さ - E F
フランジ厚さ - E F
ウェブ フィレット - E F
カバープレートの有無 - E F
カバープレートの開始位置 - E F
カバープレートの終了位置 - E F
カバープレートの厚さ - E F
カバープレートの材料 - E F

J S C A  B IM仕様の公開
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S T Bチェックツールの開発

• S T - B ridgeファイルの変換エラーが生じた場合の手掛かりが少ない
– 出力アプリケーション側の問題?
– 入力アプリケーション側の問題?
– その他の問題（編集エラーなど）?

• S T - B ridgeファイルの正しさ確認ツール（S tbInspector）をbS J と共同開発

ST-Bridge
ファイル

出力
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

入力
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの不具合

ﾃﾞｰﾀ操作による不具合

S tbInspectorの結果イメージ

重大なエラー

留意が必要な情報
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今後の活動計画

• 今後の活動テーマ

–標準仕様書のデータ化に向けた仕様整理

–配筋要領・特記仕様書・標準図（鉄骨継手基準図など）のデータ化

に向けた仕様整理

–構造B IMのテンプレート標準化に向けた仕様整理

–構造B IMデータ(図面表記)の推奨パターンの整理



ご清聴ありがとうございます


